
【正誤表】

『舌骨から紐解く顎機能の謎　丸茂義二のファイナルアンサー』におきまして、下記のとおり誤り
がありましたので訂正してお詫び申し上げます。

● 056 頁　４行目
【誤】三叉神経系の筋肉を使用した歯を使用した
【正】三叉神経系の筋肉を使用する歯を使用した

● 073 頁　図 15 キャプション　３行目
【誤】等張性収縮
【正】等尺性収縮

● 106 頁　12 行目
【誤】ワックス冠の指摘は便利である
【正】ワックス冠の試適は便利である

● 117 頁　６行目
【誤】日本オオカミ
【正】ニホンオオカミ

● 118 頁　26 行目
【誤】咬頭
【正】喉頭

● 127 頁　５行目
【誤】図 11a は重心が左方に偏位した結果
【正】図 11c は重心が左方に偏位した結果

● 128 頁　図 11 キャプション　14 行目
【誤】偏側性
【正】片側性

● 142 頁　５行目　小見出し
【誤】ゴックアーチ
【正】ゴシックアーチ

● 155 頁　13 行目〜
【誤】実際に口角を引くところの小帯はさらに
【正】実際に口角を引くと、この小帯はさらに

● 155 頁　25 行目
【誤】機能時の動きを呼んで
【正】機能時の動きを読んで

● 166 頁　図２キャプション　９行目
【誤】b は正常者。c は図１b の脊柱弯曲が示す
【正】b は正常者。c は図１c の脊柱弯曲が示す

● 169 頁　12 行目
【誤】照会状
【正】紹介状

● 186 頁　図７キャプション　２行目
【誤】胸鎖乳突筋乳突筋
【正】胸鎖乳突筋

● 192 頁　２行目
【誤】正常に起こなわれている
【正】正常に行われている

● 207 頁　17 行目　小見出し
【誤】
口呼吸にとって最適な顎位は咀嚼にとって最適
な顎位だった

【正】
鼻呼吸にとって最適な顎位は咀嚼にとって最適
な顎位だった

● 207 頁　22 行目
【誤】形状突起
【正】茎状突起


